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研究成果の概要（和文）：アンデス先住民言語であるアイマラ語および日本の先住民言語であるアイヌ語につい
て、聞き取り調査を通じて新たなデータを収集しつつ、かつて収集された未公刊・未公開になっている資料につ
いてその回復作業を進めることができた。また、これらの口承文学（口頭で伝承された物語）の内容を、人類学
の新しい理論的動向に基づいた、人間と動物を含めた世界の諸存在との関係が物語の内容にどのように現れてい
るかという観点から、分析を進めることができた。

研究成果の概要（英文）：Through this research project, for Aymara (an inidgenous language of the 
Andes) and for Aynu (an indigenous language of Japan), we were able to collect and recover 
additional oral narrative recordings and previously gathered unpublished materials. 

研究分野： 言語人類学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
いわゆる「危機に瀕した言語」とされるアンデス先住民言語および日本のアイヌ語については、アイマラ語には
現代においても多数の話者がおり、アイヌ語についても若い世代を中心に言語を回復しようとする動きが進んで
いる。このような現代的な状況に対して、資料の記録と回復と公刊は研究者が行うことのできる重要な貢献であ
り、その意味で社会的意義があった。また、アンデスとアイヌの口承文学が近年の文化人類学における研究動向
であるパースペクティビズムの観点からどのように分析できるかは、いまだに十分に取り組まれていない研究主
題であり、その点において学術的意義があった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
南米アンデス高地の先住民言語は、話者数が多いながらも危機言語に分類され、また、アイヌ

語は、現在ほぼ日常生活で使用されることがなくなってしまっている。そのような言語の資料を

蓄積・公開し、利用可能な形にすることは、それぞれの言語の知識を向上させるだけでなく、そ

れらの言語の地位を向上させ、日常に回復していくことにもつながる。 
 
２．研究の目的 
 

本研究は、申請者が専門とする日本のアイヌ語及び南米アンデス高地のアイマラ語の、二つ

の言語について、口承テクスト及び一部会話の録音と旧資料の回復作業を進展させ、それらの

公刊に向けた作業を継続するとともに、それらの口承テクストにおける語りのメカニズムや文

学と歴史の相互連関などの特徴について考察を進めることを目的とする。 

 各々の言語の話者数は大きく異なるが、ともに社会的に低い位置に置かれた言語であり、そ

れぞれの言語資料を扱う能力を有する専門家が少ない。この研究の取り組みが進むことは、そ

れぞれの言語についての理解を深めるだけでなく、その言語を学ぼうとする先住民の若い世代

の努力を後押しし、各言語の社会的地位の向上に資する等の、社会的目的を併せ持っている。 

 
 
３．研究の方法 
 

アイヌ語については、散文説話の収集と整理作業が基本となる。幌別方言の話者であった金

成マツ氏による金田一京助および知里真志保に宛てた筆録ノートについて目録の精緻化に取 

り組む。同時に、金田一京助宛筆録資料については、日本語との原文対訳及び難読箇所の同定 

を進める。また、久保寺逸彦が収集した散文説話は日本語訳のみが公開されているため、その

アイヌ語原文による久保寺氏自身の筆録ノートを収集し、翻刻・対訳作業を進める。アイマラ

語については、ラパス県の渓谷部における調査を継続し、また都市部のアイマラ語ラジオ放送

局の文化番組担当者のアイマラ語の語りの調査を本格的に行う。これらは、アイマラ先住民団

体の一つであるアンデス口承史工房（Taller de Historia Oral Andina, THOA）との連携の下

で進め、同組織の内部にある未公刊資料の刊行作業に協力する。 

 理論面では、アンデス人類学における文字以外のリテラシー（広義の「識字」）について考

察するとともに、その研究動向に基づいたアイマラ語の口承の語りの特徴について考察する。

特に、口頭での語りと、アンデスの織物を縫う技術との共通性に着目する。また、エドゥアル

ド・ヴィヴェイロス・ヂ・カストロの議論を基にして、彼が参照しているアマゾニアの神話の

例とアイヌの口承文学との間に、どのような類似性と相違点があるかについての論文を執筆す

る。その際に、なぜアンデス地域がこの枠組みにうまく適合しないのかその原因を考察する。 

 
 
４．研究成果 
 

（１）アイマラ語については、新たにラパス県渓谷部の伝承や地域の歴史（オーラルヒストリー）

の調査を進めるとともに、アイマラ語による日常会話の録音を進め、新たな録音資料をもとにし

た聞き起こしを進めることができた。また、現地先住民団体であるアンデス・オーラルヒストリ

ー・ワークショップとの連携の下で、20 世紀初頭のアイマラ先住民運動についての、過去に録

音されたアイマラ語資料の回復作業を進め、調査者自身がこれまでに蓄積してきた調査資料と

の組み合わせと照らし合わせの作業を進めることができた。 



（２）また、隣接するケチュア語県でも、初等教育における二言語異文化間相互教育に携わる教

員のグループと連携し、地域に根付いた口頭伝承とその子どもたちへの伝承の可能性について

共同での取り組みを開始するとともに、この言語に関する口承の語りの録音を蓄積することが

できた。 

（３）これらの調査者が入手した録音データは、逐次現地の協力者たちとの共有を進め、調査者

による独占を防ぎ、共有されたリソースとして活用される土台を整えた。 

（４）アイヌ語については、当初北海道博物館のアスベスト問題による長期閉館により、調査の

開始が遅れたが、金成マツによる筆録ノートの確認と入手、久保寺逸彦による筆録ノートの確認

と入手を進め、既に刊行されている目録との照合作業を進め、かつ翻刻・翻訳作業に取り掛かる

ことができた。 

（５）これらの収集作業をもとに、書記（エクリチュール）の概念の織物や図像（ícono）や口

承の語りへの適用について近年進展するアンデス研究の動向を参照しつつ、自らのデータを分

析する形で国際学会の発表を 2件行った。この論文化の作業を進めている。 

（６）これらの収集作業をもとに、近年文化人類学で議論されてきた人間と動物及び動物を含む

世界の諸存在との関係を見直し、文化と自然の二項対立を見直す（「パースペクティビズム」と

「多自然主義」の）議論を参照しつつ、アンデスの口承文学とアイヌの口承文学を比較し、招待

講演で発表した。これの論文化の作業を進め、２０２０年度内に公刊される予定である。 
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